
　スリープウェルの「医療機器小型脳波計による睡眠評価システム」は、
同社が開発した小型脳波計で簡易に測定した睡眠中の脳波データを蓄
積、睡眠状態判定だけでなく精神疾患の判断指標としても活用できる。
　現在、病院などで行われる睡眠計測では大がかりな装置で多数の電極
を装着しなければならず患者への負担が大きい。これに対し、スリープ
ウェルの小型脳波計は自宅で簡単に日常の睡眠状況を計測でき、判定結
果を個人に適切に提供できる。医療機器の認証も受けている。
　脳波計を活用して、これまでに２万5000以上の年齢別・性別データ、30種類以上の疾患患者データを保有
する。データ解析の研究過程においてうつ病患者に特有の波形があることを発見し、精神疾患判定にも使える
ようにした。主観的な問診で行っている精神疾患診断に客観指標を提供し、医療を変えていく可能性を秘める。
既に快適な睡眠を得られる食品、サプリメントなどの科学的根拠となるデータを得るために研究開発領域で使
用されている。企業などの健康診断で睡眠状態・ストレスチェックのために使用する例も増えている。
　睡眠障害はうつ病などの精神疾患や循環器疾患などの引き金になると言われているが、不眠をはじめ睡眠を
簡便に計測する仕組みは存在しない。同システムを、うつ病や睡眠障害などの判断指標として医療領域で普及
するには保険点数の獲得が欠かせない。同社は数年後の保険点数獲得を目指している。
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